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研究テーマ自体はたいへん古くから存在するものであり、1930 年代から 1970 年代にかけて
盛んに研究された。しかしその後、分子生物学等の隆盛に伴い、ほとんど停滞してしまっていた
分野である。著者が目を付けたのは、キイロショウジョウバエの実験室集団がこのような研究の
対象になり得るという点である。実際、キイロショウジョウバエは約 1 世紀にわたって世界中
の研究室で遺伝学的研究がなされてきた結果、蓄積された各種ツールが集団遺伝学の研究にも
適用可能になっている。これまでこのような視点からの研究が皆無であったことから、著者の本
論文は集団遺伝学の分野に一石を投じるものになったと考えられる。 
近年、大量のゲノム情報が入手可能になったことから、本論文のような古典的研究手法はもは
や時代遅れであるという見方もあるであろう。しかしその学問的背景にある論理は普遍的であ
り、本研究を発展させることによって新たなゲノム解析手法へとつながることも期待される。ま
た本研究は、これまで世界中で研究に供されてきた標準野生系統やバランサー系統が大量の遺
伝的変異を蓄積しており、遺伝的劣化を伴っていることを示した。このことから、著者の本論文
はモデル生物としてのキイロショウジョウバエの使用法、系統維持法に警鐘を鳴らすものであ
ると考えられる。 
本研究で著者は多数のキイロショウジョウバエ系統を扱い、地道な交配実験を遂行した。その
成果として本論文をまとめることができたのみならず、その過程で身に付けたモデル生物の遺
伝学的知識ならびに集団遺伝学の基礎理論は、著者が今後の研究活動を継続する上でおおいに
役立つものであると信じる。 
平成３１年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
